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神殿との共通点を伝えられ、世界遺産の
広がりをご紹介することができます。

前職はチアリーディングのインストラ
クターとして活動していましたが、オー
ストラリアに魅了され、自然豊かな大地
への憧れが高まりました。世界遺産を勉
強しようと思った直接のきっかけは、沖
縄の園比屋武御嶽石門（そのひゃんうた
きいしもん）です。ひっそりと佇んでい
る史跡がなぜ登録されたのか、不思議に
思ったのです。その神秘性を知り、捉え
方ががらりと変わりました。世界遺産か
ら新たに見えてくる繋がりを感じ取って
もらえるような、一歩踏み込んだガイダ
ンスを心がけていきたいです。

――オーストラリアは
　　第2の故郷です。

大自然が好きなので自然遺産、特に
オーストラリアの『ウルル、カタ・ジュ
タ国立公園』の有名なエアーズロック（ウ
ルル）が好きです。何度訪れても感動的
な場所です。ご存じの通り、エアーズロッ
クは、先住民アボリジニの文化を守るた
め登ることは禁止されています。残念な
がら、日本人ツアー客が現地マナーを無
視して登っている問題を、現地の方々か
らお聴きしました。国立公園ですが、入
場料の一部がアボリジニの人々の生活の
糧となっているため、注意案内（「登ら

ないでください」と日本語表記もありま
す）が立てられているだけで、具体的な
罰則は設けられていないようです。エ
アーズロックへは夕陽の情景を楽しむ１
泊か日帰りのコースが主流ですが、なぜ
アボリジニがそこを聖地として崇めてい
るのか、短い時間で感じ取るのは難しい
です。私が訪れた際は大雨が降り、エアー
ズロックから滝が流れ落ちました。

また、『クイーンズランドの湿潤熱帯
地域』や『グレート・バリア・リーフ』
もお奨めしますが、もっとも素晴らしい
のは、『ブルー・マウンテンズ地域』の
構成資産、「ジェノラン・ケーヴ」です。
名所となっている岩山「スリー・シスター

――世界遺産に魅了され
　　旅行業界へ転職

現在は学生を対象とした３級対策のガ
イダンスを担当しています。流通経済大
学では先日、社会学部国際観光学科の１、
２年生を対象に導入的な基礎ガイダンス
を実施しました。中には検定認定者もい
て、私より詳しい学生もいるかなとドキ
ドキしましたが、皆さん真剣に聴いてい
ただけて、お話しがいがありました。
1,031 件もの世界遺産をどこからどのよ
うに勉強したら良いのか、学生たちは悩
むところですが、エリアやテーマ別に分
けて、自分の好きなものから楽しみなが

ら学習していくことを奨めています。私
の本業は、関西方面へ向かう修学旅行や
会社の慰安旅行などを主に担当している
旅行添乗員ですので、その経験も踏まえ
て、皆さんからのご質問にお応えしてい
ます。目白大学社会学部の学生さんたち
からは、世界遺産検定は観光現場ではど
のように役に立ちますか、と積極的なご
質問をいただきましたし、亜細亜大学経
営学部の学生たちからは、旅行業界のエ
ピソードが参考になった、検定を活かし
た就職活動の仕方がわかった、など、多
くの好意的なフィードバックをいただき
ました。バスガイドさんが観光地でお話
しされるような専門的な解説から、わざ

と横道に逸れることもよくあります。た
とえば、法隆寺でしたら、円柱のエンタ
シス形式に注目することで、パルテノン
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 ワイバード氏の鍾乳洞に対する深い愛情と、
“レイク・ケーヴ”への浪漫を語られる、高橋さん

ズ」だけの観光をされる方が多いですが、
ちょっと足を延ばすと、世界最古の鍾乳
洞であるジェノラン・ケーヴに行くこと
ができます。約３億 5,000 年前にでき
たとされる鍾乳洞は、とにかく巨大で、
まるでひとつの山が聳えているかのよう
な場所。内部は、ストロマトライトがと
ても美しく光に反射して、幻想的な世界
を見せてくれます。ジェノラン・ケーヴ
を訪れるためには、現地ツアーに申し込
む必要があり、ブルー・マウンテンズか
ら車で約 20 分かかります。このジェノ
ラン・ケーヴには、あるエピソードが伝
えられています。ジェノラン・ケーヴの

発見者、ジェイムス・ワイバード氏は、
鍾乳洞の一般公開に強く反対していまし
たが、オーストラリア政府はこの地の観
光開発化を急速に進め、鍾乳洞と周辺の
自然環境に大きな影響が及んでしまいま
した。一般公開式典当日、ワイバード氏
は、政府から招待を受けてはおりません
でしたが、公けの場にはそぐわない繋ぎ
服にヘルメット、懐中電灯を携えた姿で
現れ、こう言ったそうです。「私は本日
限りで 40 年間のケーヴィストとしての
キャリアを終える。そして、ジェノラン・
ケーヴ以上に素晴らしく、シドニー・フェ
リーで１周廻れるほどの水を湛えた鍾乳

洞“レイク・ケーヴ”を発見したが、いっ
さい公開することはないだろう。あなた
方の自然破壊行為に激怒しているから
だ」と。その後 90 年間、その“レイク・
ケーヴ”は、未だに見つかっていません。
この新たな鍾乳洞の存在が真実かどうか
は謎ですが、私がもし見つけたとしたら、
彼同様に心の奥底にしまっておきたいと
思います。


